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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げや資源価格の上昇等の影響があったものの、

政府・日銀の経済・金融政策の効果を下支えとして、企業収益や雇用情勢に改善傾向が見られました。一方、海外

は、米国が総じて緩やかな景気拡大を続けているものの、ユーロ圏景気は足踏み状況にあり、また、一部新興国の

経済成長率鈍化等も見られ、先行き不透明な状況が続いております。

 このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の業績は、ガス機器部門と汎用機器部門の販売が堅調に推移

し、連結売上高は50億１千５百万円（前年同期比4.3％増加）となりました。

 損益につきましては、売上高の増加や汎用機器部門の採算性の改善等により、営業利益は３億９千５百万円（同

145.7％増加）、経常利益は４億６千９百万円（同166.1％増加）、四半期純利益は３億２千７百万円（同130.3％

増加）となりました。

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。

 自動車機器事業は自動車用気化器等の販売が減少し、売上高は４億３千５百万円（同6.1％減少）、セグメント

利益は４千万円（同27.1％減少）となりました。

 ガス機器事業は前年度新規先との取引拡大や受託開発売上増加等により、売上高は23億１千９百万円（同3.7％

増加）、セグメント利益は１億２千８百万円（同35.4％増加）となりました。

 汎用機器部門は主要マーケットである北米向け販売が堅調に推移したことにより、売上高は37億４千２百万円

（同21.5％増加）、セグメント利益は３千４百万円（前年同期は１億４千２百万円の損失）となり、収益の黒字化

を達成いたしました。

 不動産賃貸事業は売上高２億７千５百万円（同0.1％増加）、セグメント利益は固定資産税負担増加により２億

２千９百万円（同3.9％減少）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の分析

（資産の部）

 当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、137億９千１百万円と前連結会計年度末と比べて９億７

千５百万円増加しました。主な増減項目は、投資有価証券の増加（４億４百万円）、機械装置及び運搬具の増加

（３億９千９百万円）、受取手形及び売掛金の増加（２億３千２百万円）、現金及び預金の減少（２億２千７百万

円）であります。

（負債の部）

 当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、80億９千１百万円と前連結会計年度末と比べて６億９百万

円増加しました。主な増減項目は、その他流動負債の増加（２億２千万円）、その他固定負債の増加（１億３千７

百万円）であります。

（純資産の部）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、57億円と前連結会計年度末と比べて３億６千５百万円増

加しました。主な増減項目は、その他有価証券評価差額金の増加（２億６千万円）、利益剰余金の増加（１億８千

７百万円）であります。

②キャッシュ・フローの分析

 当第２四半期連結累計期間における、現金及び現金同等物の残高は、営業活動によるキャッシュ・フローの増加

（４億２千８百万円）が投資活動によるキャッシュ・フローの減少（５億９千４百万円）及び財務活動によるキャ

ッシュ・フローの減少（５千５百万円）を下回り、また、現金及び現金同等物に係る換算差額の増加（１百万円）

による調整を行った結果、現金及び現金同等物の残高は、16億６千５百万円（前第２四半期連結累計期間は28億５

千１百万円）となり、前第２四半期連結累計期間と比べて11億８千６百万円減少しました。

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果増加した資金は４億２千８百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益（４億６

千９百万円）、減価償却費（３億７千万円）、売上債権の増加（３億３千４百万円）によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果減少した資金は５億９千４百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出（５

億７千５百万円）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果減少した資金は５千５百万円となりました。これは主に長期借入金の返済による支出（２億１千

７百万円）によるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年10月29日に「業績予想の修正に関するお知らせ」に公表しましたとおり、通期の連結業績予想につきま

しては、東欧・中東における政情不安定や新興国経済の低迷等により為替レートや株価が乱高下するなど景気の先

行き不透明感が強まっていることから、現時点においては、前回予想値を据え置いております。また、配当の予想

につきましても変更はございません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定

方法を、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ

変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が65,794千円増加し、利益剰余金が同額減少

しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影

響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,030,165 1,803,078 

受取手形及び売掛金 1,666,121 1,898,788 

電子記録債権 140,802 230,100 

商品及び製品 504,294 490,706 

仕掛品 1,018,355 1,118,318 

原材料及び貯蔵品 42,500 56,138 

その他 314,954 473,596 

貸倒引当金 △5,812 △7,495 

流動資産合計 5,711,382 6,063,231 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,599,271 2,717,236 

機械装置及び運搬具（純額） 1,453,943 1,853,578 

その他（純額） 1,108,605 832,404 

有形固定資産合計 5,161,820 5,403,219 

無形固定資産 286,792 262,772 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,636,572 2,041,279 

その他 19,690 20,952 

投資その他の資産合計 1,656,262 2,062,231 

固定資産合計 7,104,875 7,728,224 

資産合計 12,816,258 13,791,456 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,229,996 1,317,247 

短期借入金 1,844,830 1,894,130 

未払法人税等 84,937 154,529 

賞与引当金 141,718 153,569 

その他 1,309,411 1,529,725 

流動負債合計 4,610,893 5,049,200 

固定負債    

長期借入金 237,000 270,060 

役員退職慰労引当金 106,570 102,951 

環境対策引当金 5,907 5,907 

退職給付に係る負債 1,370,320 1,374,291 

その他 1,151,235 1,288,855 

固定負債合計 2,871,034 3,042,065 

負債合計 7,481,927 8,091,266 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 500,000 500,000 

資本剰余金 49,674 49,674 

利益剰余金 4,064,285 4,251,390 

自己株式 △296,126 △296,541 

株主資本合計 4,317,834 4,504,523 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 740,180 1,001,173 

為替換算調整勘定 157,485 107,940 

退職給付に係る調整累計額 △2,363 △5,290 

その他の包括利益累計額合計 895,302 1,103,823 

少数株主持分 121,193 91,843 

純資産合計 5,334,330 5,700,190 

負債純資産合計 12,816,258 13,791,456 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 4,808,425 5,015,405 

売上原価 3,914,241 3,893,274 

売上総利益 894,184 1,122,131 

販売費及び一般管理費 733,371 726,938 

営業利益 160,812 395,193 

営業外収益    

受取利息 2,518 3,405 

受取配当金 25,221 29,534 

為替差益 20,200 57,874 

その他 6,830 6,331 

営業外収益合計 54,770 97,145 

営業外費用    

支払利息 31,189 22,751 

その他 7,957 10 

営業外費用合計 39,146 22,762 

経常利益 176,436 469,576 

特別損失    

固定資産除売却損 3,136 162 

特別損失合計 3,136 162 

税金等調整前四半期純利益 173,300 469,413 

法人税等 46,491 158,922 

少数株主損益調整前四半期純利益 126,808 310,491 

少数株主損失（△） △15,541 △17,393 

四半期純利益 142,349 327,885 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 126,808 310,491 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △4,149 260,992 

為替換算調整勘定 159,004 △61,501 

退職給付に係る調整額 － △2,926 

その他の包括利益合計 154,855 196,564 

四半期包括利益 281,664 507,056 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 277,775 536,406 

少数株主に係る四半期包括利益 3,889 △29,350 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 173,300 469,413 

減価償却費 270,634 370,178 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △59,492 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,315 △3,610 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,152 1,683 

賞与引当金の増減額（△は減少） 15,159 11,850 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △62,969 

受取利息及び受取配当金 △27,739 △32,939 

支払利息 31,189 22,751 

為替差損益（△は益） △7,192 △12,939 

固定資産除売却損益（△は益） 3,136 162 

売上債権の増減額（△は増加） 141,439 △334,944 

たな卸資産の増減額（△は増加） 90,827 △117,149 

仕入債務の増減額（△は減少） 130,521 95,964 

その他 59,133 89,662 

小計 831,080 497,114 

利息及び配当金の受取額 27,739 32,939 

利息の支払額 △31,058 △21,637 

法人税等の支払額 △41,645 △80,349 

営業活動によるキャッシュ・フロー 786,116 428,067 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △113,382 △117,348 

定期預金の払戻による収入 32,629 116,310 

投資有価証券の取得による支出 △142,020 － 

有形固定資産の取得による支出 △165,196 △575,748 

有形固定資産の売却による収入 32 － 

無形固定資産の取得による支出 △4,835 △16,769 

貸付けによる支出 △400 △130 

貸付金の回収による収入 665 888 

その他 △1,023 △1,949 

投資活動によるキャッシュ・フロー △393,529 △594,745 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 60,000 200,000 

長期借入れによる収入 － 100,000 

長期借入金の返済による支出 △120,940 △217,640 

自己株式の取得による支出 △3 △415 

リース債務の返済による支出 △62,388 △61,904 

配当金の支払額 △65,618 △74,986 

その他 △555 △571 

財務活動によるキャッシュ・フロー △189,506 △55,518 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △68,970 1,484 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 134,109 △220,712 

現金及び現金同等物の期首残高 2,655,873 1,886,442 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 61,954 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,851,937 1,665,729 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

 
自動車機 
器事業 

ガス機器
事業 

汎用機器
事業 

不動産賃
貸事業 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

売上高              

外部顧客への売上高 464,295 2,237,689 3,079,931 274,934 6,056,850 △1,248,424 4,808,425 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － 

計 464,295 2,237,689 3,079,931 274,934 6,056,850 △1,248,424 4,808,425 

セグメント利益（又 

は損失△） 
55,471 94,864 △142,662 238,786 246,459 △85,647 160,812 

（注）１．外部顧客への売上高の調整額△1,248,424千円及びセグメント利益（又は損失△）の調整額△85,647千

円は、主に連結会社間の内部取引消去等の連結修正金額であります。

２．セグメント利益（又は損失△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要な負ののれん発生益の認識はあ

りません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

 
自動車機
器事業 

ガス機器
事業 

汎用機器
事業 

不動産賃
貸事業 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

売上高              

外部顧客への売上高 435,947 2,319,488 3,742,712 275,106 6,773,253 △1,757,847 5,015,405 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － 

計 435,947 2,319,488 3,742,712 275,106 6,773,253 △1,757,847 5,015,405 

セグメント利益（又 

は損失△） 
40,465 128,465 34,087 229,512 432,530 △37,337 395,193 

（注）１．外部顧客への売上高の調整額△1,757,847千円及びセグメント利益（又は損失△）の調整額△37,337千

円は、主に連結会社間の内部取引消去等の連結修正金額であります。

２．セグメント利益（又は損失△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要な負ののれん発生益の認識はあ

りません。
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